
1 

 

  

 

第 2167回例会  令和 3年 11月 15日（月曜日）第 9号  

 

本日の例会 １１月１５日（月）   第 3例会 

2021-22年度 ガバナー公式訪問  

2660地区ガバナー 吉川 秀隆様 

地区幹事     井戸  剛様 

地区幹事    近藤 康之様 

●ソング 『 奉仕の理想 』 

●ゲスト 米山奨学生 ウ・ジョンフン様 

本日の献立 フランス魚料理 

  

次回の例会 １１月２９日（月）     第 4例会 

●卓話 三菱総合研究所 石黒正揮氏 

「アフターコロナ時代のデジタル社会と 

サイバーセキュリティ」担当；宮田照男 

前回の例会 １1月１５日(月)      第 2例会 

  

会長挨拶             会長 岩橋竜介 

本日は、ハンガーゼロからジェローム・カセバ

さんにお越しいただきました。急な依頼にも関わ

らず､快く引き受けてくださり、心から御礼申し上

げます。後ほど、卓話をよろしくお願いします。 

 さて、やっと秋らしくなりました。この季節に

なるといつも思うことがあります。それは､道を歩

いていると、ふと顔を上げて周りを見渡すので

す。どこからともなく、甘い芳香が漂ってくる…

そう金木犀です。 

見事な花をつけるわけでもなく､派手な姿でもあり

ません。しかし､下を向いて歩いている人の顔を上

げさせる魅力のある花です。普段はどこにあるの

かなどわからないのですが､この時期になると、こ

こにも、あそこにも金木犀があった、と気付きま

す。 

 翻って､私たちのクラブ…ずいぶん小さくなって

しまいました。しかし､ロータリークラブとして､

良い活動は地道に続けています。財団や米山奨学

会への寄付や取り組みは､大きなクラブに引けを取

りません。良い親睦を深めています。社会奉仕や

国際奉仕もコツコツ続けてきました。私たちは小

さいけれどいい香りを放つクラブではないかと思

います。私たちが地道にしていることが､どのよう

にかはわかりませんが､他のクラブや地域の人々に

伝わり、『東大阪中央ロータリークラブって小さい

けど、いい活動をしてますよね…』と気づいても

らい､やがて他のクラブが、また社会の人々が振り

返って顔を上げるようなクラブになりたい…金木

犀を見ながら考えさせられた秋のお話しです。 

 さて、来週は吉川ガバナーの公式訪問です。私

たちにとって大切なゲストであり、ロータリーの

パートナーです。会員お一人おひとりが、ホスト

として歓迎していただきたいと思います。何卒よ

ろしくお願いします。 
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 岩 﨑 史 郎 
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  例 会 日 毎週月曜日 １２：３０～  

  例会場所 シェラトン都ホテル大阪３Ｆ  

  事 務 局 東大阪市小阪本町 1丁目 5－14  
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 ” S e r v e  t o  C h a n g e  L i v e s ”   
  「 奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 」 

  2021～2022年度 国際ロータリー会長 シェカール・メータ 
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幹 事 報 告         幹事 岩﨑 史郎 

① 本日例会終了後、11月度定例理事会を 5階

「フリージア」にて開催します。 

  理事役員の皆様にはよろしくお願い致します 

② ガバナー公式訪問は、来週 11月 15日にこちら

の「志摩の間」で開催されます。御出席よろ

しくお願い致します。 

③ 第 2回情報集会は、11月 25日（木）開催予

定となっています。18：30よりシェラトン都

ホテル大阪３階「四川」です。 

④ 12月 3日（金）は地区大会です。 

大阪国際会議場にて 13：00開会です。ご出席

よろしくお願い致します 

出 席 報 告           芝池 委員 

本日の会員数 １９名 

本日の出席者数 １３名 

本日の出席規定適用免除会員 ６名 

本日の出席率 ９２．８５％ 

１０月１８日の修正出席率      ９２．８５％ 

ニコニコ箱報告       ＳＡＡ 名村 美紀 

尾崎 元 コンゴ民主共和国出身のジェロ

ーム・カセバ様、本日の卓話よ

ろしくお願いします。 

卓話担当           担当 岩橋竜介 

「ゼロになるまで コンゴ民主共和国の現状」 

ジェローム・カセバ氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以下は､先週のジェローム・カセバ氏の卓話の内

容と同じではありませんが､ハンガーゼロのサイト

より､カセバ氏が携わる活動の報告を転載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業に取り組む人々の成果を現地で見聞きして喜ぶ

HOLCのジェロムスタッフ（中央、青シャツ） 

 

2021年 6月 8日～7月 10日にかけて HOLC 支援

地のプウェト、カレミ、ルブンバシ、キンシャサを訪問し

ました。コンゴ民主共和国においても新型コロナは猛

威を振るっており、様々な制限があって訪問は容易で

はありませんでしたが、HOLC（ハンズ・オブ・ラブ・コ

ンゴ）のスタッフも地元のパートナーも共に守られて訪

問を終えることができました。リーダーのパメラと支援

地の人々は家族を支えるために懸命に働いていま

す。 

支援中の 6つのコミュニティでは武装グループによる

襲撃もなく、農作業が順調に行われて、今年はピーナ

ッツを 90㎏入り計 42袋収穫することができました。

農業が家族の食料確保に大きな役割を果たしていま

す。グループの人々の働き方にとても満足している地

方政府のリーダーが、私たち HOLC に、同じ考え方

をプウェトの他の地域にも広めるようにすすめました。

さらに 3 つのコミュニティが参加する予定で、人々に

「なぜこのグループに加わりたいのですか」と尋ねまし

た。「彼らの暮らしが良くなっているので、わたしたちも

そうなりたいのです」という答えが返ってきました。他

の村の人たちがパメラのグループの変化に気づい

て、彼らのようになりたいと思うようになることは、プウ

ェトだけではなくコンゴ全体に良い影響を与えるはず

で、私たちにとって大きな励みとなります。 
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［家畜の飼育］ 

ヤギを所有しているコミュニティはルブアのみでしたが、

他の 3コミュニティも参加して現在計 28頭のヤギを飼育

しています。 

 

カレミ 

農業再開で村人と国内避難民が結束 

 ピグミー族とバントゥー族の間で対立が続いていた

2019年に私たちの話を聞いてくれた村長と今回会

い、ピグミーとバントゥーの国内避難民の両方ででき

るだけ早く農業活動を始めるように勧めました。村の

集会で私たちは、平和と和解なしに持続可能な開発

や復興について語ることはできないことを話しました。

そして考え方の変革について説明し、すべての国内

避難民と村人に、お互いに戦うのではなく、平和につ

いてもっと考えるようにすすめました。その結果いくつ

かの提案がなされました。 

　⃝農業活動をできるだけ早く開始する 

　⃝家畜（小動物）の飼育 

 国内避難民と村人は、これが彼らの発展と自立を可

能にする唯一の方法であり、一緒に働き始めてお互

いに話し合うことで分かり合い、結束することができる

だろうと話しました。集会の最後には、2021年 9 月

から農業活動を開始することが決定されました。カレミ

では 9 月から 3 月の雨季にはピーナッツやメイズ、

キャッサバなどを育てることができます。私たちは彼ら

を励まし、9 月にプロジェクトを始めるために再訪問

すると約束しました。 

 

 

 

 

 

         

孤児院の給食プログラム（キンシャサ） 

キンシャサ、ルブンバシ 

食料価格急騰で給食支援が役割を果たす 

新型コロナ感染拡大中にもかかわらず、キンシャサと

ルブンバシでの給食プログラムは順調に行われてい

ます。孤児たちは全員守られて、これまでの支援をみ

んなとても喜んでいました。コンゴ国内の食料価格が

ほぼ２倍になっている中で、孤児院ではハンガーゼロ

が食料を支援してくれたことを感謝していました。私た

ちの支援は孤児たちが安全な場所で守られて、ストリ

ートチルドレンになるのを防ぐ役割を果たしています。 

 

地方政府からの期待 

昨年プウェトの地方政府が HOLC を含む現地 NGO 

と協力することを決定した時、私はコンゴにいなかった

ので、今回プウェトの訪問中にプウェトの地方政府の

トップに招かれて私たちの活動に満足していることを

伝えられました。プウェトの地方政府は、HOLC が

様々な村の人々に、他者を頼るのではなく自立するこ

とを継続して教えトレーニングすることを望んでいま

す。地元のリーダーである彼は私たちの活動を知って

いるので、地域の他の場所でも同じことを進めるよう

に頼みました。彼は「農業、漁業、家畜に焦点を当て

ることによって人々が食料安全保障の問題に取り組

み、自給自足できるようになることを望んでいる」と私

に話し、地方政府が HOLC に対して以下の支援をす

ると述べました。 

 

　⃝プウェト領土内で訓練のために移動する許可書 

　⃝プウェトの中のセキュリティと保護 

　⃝プウェトから他の村への移動手段（車両） 

 彼は、地元の NGO と協力して国民が直面している

問題に実際に対応する方法を考えているリーダーの

1 人です。説明会で私は、地方政府は国内避難民と

村人を彼らの農業活動に戻すようにするべきだと話し

ました。ほとんどの国内避難民と村人は、条件が良け

れば以前の活動に戻ることができるでしょう。 

 

 

 

HOLCのスタッフ（後列）とカレミのピグミー族 
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今後の課題 

 コンゴのような国では、集団での活動によって生計

を立て人々の結束を図ることは、国内避難民とコンゴ

の農村コミュニティの回復力を高め彼らの村への帰還

を促進する上でとても重要です。 そのためには誰を

支援するかについて地方政府と十分に話し合うことが

必要です。食料や現金を支援することは、人々がそれ

に依存し続け、将来的に深刻な食料不足に直面する

ようになる可能性があります。 

地方政府は、人々に地域の結束を促すような農業や

漁業や活動に従事するよう奨励すべきです。  

 2019年に支援をはじめ、国内避難民が現在暮らし

ているルフンクウェ村では、過去 2 年間部族間での

争いや紛争はなく、村に戻った人々の間には平和が

あることを知って私たちは満足しています。2021 年 9 

月から農業活動への道を開こうとしているカレミのピ

グミー族とバントゥー族のコミュニティも結束し、持続

可能な結果を生み出すことでしょう。 

 プウェトで新しく形成されたコミュニティは組織に対す

る理解が深まり、集会や貯蓄や社会的支援などが適

切に行われています。また女性が集会に出席して地

域社会の変革に加担しているのを見て励まされまし

た。プウェトの一部のコミュニティでは女性のメンバー

は男性より活発で声高でした。このため地域の人々

に、女性が地域社会に十分貢献できるように最大限

の時間と機会を与えるようにすすめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プウェト・チャンフグ村の女性たち 

 

最後になりましたが、道路事情が悪いためプウェトへの

バスはなくなり、橋が雨で流されたので今後の訪問はラ

ンドクルーザーを借りなければ困難になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジェローム・カセバ氏の LINEスタンプ 

 

 

 

 


